
第四回第四回第四回第四回    子子子子どもどもどもどもフットサルフットサルフットサルフットサルのののの日日日日：：：：チームチームチームチーム交流会交流会交流会交流会 inininin 稲沢稲沢稲沢稲沢 

今回開催の場所は、12 月の第一回開催場所で使用させて頂きました愛知県稲沢市にある豊田合成様の体育館

にて当フットサルクール主催フットサル交流イベント 

「「「「子子子子どもどもどもどもフットサルフットサルフットサルフットサル日日日日：：：：チームチームチームチーム交流会交流会交流会交流会」」」」を行いました。 

対象は、岩倉校１～３年のスクール生と、近隣地区のチーム（下津 SSS）で今回は総勢３０名規模のイベントとなり

ました。 

内容は... 

★ ★ ★ ★ フットサルフットサルフットサルフットサルをををを知知知知ろうろうろうろう楽楽楽楽しもうしもうしもうしもう！！！！合同練習会合同練習会合同練習会合同練習会    「「「「フットサルフットサルフットサルフットサルトレーニングトレーニングトレーニングトレーニング」」」」    

★ ★ ★ ★ 試合試合試合試合だよだよだよだよ！！！！全員集合全員集合全員集合全員集合！「！「！「！「ゲームゲームゲームゲーム大会大会大会大会」」」」 

コーチからの始めのあいさつが終わり、ウォーミングアップ。ビブスを使った三種類のしっぽ取り鬼ごっこを楽しみ

ながら行い、体と心の緊張をほぐしました。 

次に、フットサルトレーニングでは「フットサル」が初めての子もいるので、サッカーとのちょっとした違いである、足

裏をボールタッチで多く使う事、そしてその必要性を伝えていきました。 

 

そして子どもたちも待ち望んだゲーム形式に入りますが、今回のゲームでの狙いは勝利追求のみではなく、大好

きな試合をしながら交流に触れることです。 

普段のレッスンでは顔なじみの中での試合なので「劇的に」新しい状況に遭遇することが中々少ないので絶好の

機会だと思います。  

今回のイベント運営をして私が感じた、子どもたちの成長への刺激要素を紹介します。 

■目的目的目的目的をををを意識意識意識意識することすることすることすること     

友達と離れて一人になる。始めは心細いでしょう。普段ではチームメイトか対戦チームに友達がほとんどのケース

でいます。その場合には仲がいいから協力・指示を受け入れる事が自然にできると思いますが、友達と離れ独り

になった時、純粋な自己の判断に行動は支配されます。 



人は納得がなければ協力という行動に出ません。よって目的意識を共有し周囲に納得を与える行動をする必要が

あり協調性へとつながっていくのです。 

■■■■非日常非日常非日常非日常のののの刺激刺激刺激刺激 

初めて対峙するいつもと違うタイプの選手との対戦、それにより本人も気づいていない、いつもとは違う一面が引

き出されます。 

なぜならば、体格・スピード、・執着心など、自分の身体でしかはかれない、感じ取れないことが多くあり対戦相手

が自分の鏡となって気づかせてくれます。 

 

■■■■判断力判断力判断力判断力  

チームではない個人の集まりにおいて絶対的な約束事がない中での局面の決断が連続してあります。 

少ない時間で他の選手の情報収集とそれによる最善策の選択をしていく必要があり、個人での今現在のスキル

が現れます。 

感覚的でもなんとなく「こうした方がいいかも」というひらめきを感じながら創意工夫を自分でする。 

攻守がとめどなくつづいていくフットサルには自分で決断していく精神の自立への促しが詰まっています。 

  

こういった目に見えない部分に注目すると、ものすごい数の出来事が子供たちの中に起こっていて、そして我々大

人は気にも留めなくなっている事に気づかされます。 

「子供は天才」＿コーチをしていると節に感じます。これからも子供たちの「将来の最高到達点」がより高まるようサ

ポートしていきたいと考えております 

BANFF Jr．FUTSAL SCHOOL では、当イベントの様にスクール活動とは別に、毎月 愛知・三重で地

域・社会貢献としてフットサルの普及活動を実施しております。 

 

フットサルの楽しさや判断力の速さはフットボールを楽しむ各世代で必要な社会勉強にもなるスポーツで

もあります。今後も継続し、魅力をお伝えできればと思います。 



今回、ご参加頂けました 下津 SSSの子供達及び指導員の皆様 ありがとうございました。 

 

 

次回は 2月に桑名で実施いたします。 

 

どうぞご期待ください。  

 

BANFF Jr．FUTSAL SCHOOL 岩倉スクール 指導員 大島裕樹 / 事務局代表 國島英嗣 


